
東部地区団体戦補足説明 

＜大会全般＞ 

・大会参加者は埼玉県高体連テニス専門部新型コロナウイルス感染防止ガイドライン第５版を遵守して

ください。 

・競技中以外は必ずマスクを着用して下さい。 

・応援選手の人数制限はありません。登録選手・ベンチコーチ以外の生徒も個人健康チェックシートを 

必ず提出してください。保護者の観覧はできません。各校連絡をお願いします。 

・リーグ戦は相互審判となります。(どちらかのチームで審判が揃わない場合はセルフジャッジとなり 

ます。セルフジャッジとなる場合は引率顧問の先生方でロービングに入ってください。） 

・歌による応援や組織的な応援は出来ません。 

・レフェリー、ロービングアンパイアは会場にいる顧問全員で行って下さい。そのため、できるだけ複

数の引率顧問で参加してください。 

 

＜受付＞ 

以下の流れで受付を行う。 

①当日参加の選手、応援、マネージャーは個人健康チェックシートを顧問へ提出、顧問は参加者の健康 

状態を確認する。（用紙忘れ、保護者確認欄に署名がない場合、生徒は参加できません） 

②参加者全員分の個人健康チェックシートをまとめて本部へ提出。 

③受付はマスクを着用してチームごとに行う。 

 

＜試合＞ 

①対戦相手が決定したら、オーダー用紙に記入し、本部へ提出する   

②選手はマスク着用の上、コートで団体戦の挨拶を行う  

 (1)サービスラインに整列（この後、ネットの前までは進むことなく、その場で）  (2)両校挨拶   

(3)オーダー用紙の交換  (4)試合順にしたがい選手の発表  (5) 両校挨拶   

③円陣を行う場合は、肩を組まずマスクを着けたまま行う。 

④リーグ戦は相互に審判を出しあう。(どちらかのチームで審判が揃わない場合はセルフジャッジとな 

ります。）チェアアンパイアは筆記用具と時計を持参する。可能な限りラインアンパイアをつける。 

⑤試合を行う（毎ゲーム、カウンターを操作し、本部に戦況がわかるようにする）   

⑥試合終了後、チェアアンパイアは試合結果を確認し、スコアカードを持って毎試合本部に報告する。  

⑦次の試合に備える（①に戻る） 

 

＜本部（レフェリー）の動き＞   

①バインダーにスコアカードを挟み、各コートに準備しておく。   

②受付を行う。選手名、服装、引率顧問の確認及び個人健康チェックシートの確認を行う。（１カ月会場 

保管）。  

③引率顧問を集め、監督会議を行う。試合進行や審判の指導などについて引率顧問全員で協力して行う。  

 男子５部はトーナメントの組合せ抽選を行う。 

④オーダー用紙を受け付ける。オーダーはペン書きで、フルネームで書かれているかを確認する。登録 

順位を確認し、交換用を切り離して渡す。 

 

大会終了後、レフェリーの先生方は『東部地区テニス専門部 LINE』で、結果を報告して下さい。 

※会場ごとに先生方でよく打ち合わせをし、協力して大会運営を行ってください。 


